
1「復旧」と「復興」
歴史に「もし…」は無意味だといわれます。

しかし仮に名古屋の街が、戦災からの「復旧」

でスタートしたら、今日どんな姿になってい

たのでしょうか。

道路は、大正時代の都市計画を基に順次造

られているでしょうが、今のような規模では

ありません。何よりも、都心の区画街路の多

くが５、６㍍幅のままだったでしょう。もち

ろん百米道路はありません。市街

地には墓地が点々と残り、道路は

迂回を強いられました。中心部に

は公園もほとんどできなかったで

しょう。地下鉄の建設や中央線の

立体化は、用地の確保のために１０

年から１５年は遅れていました。…

そこにあるのは、密集した市街地

と慢性的な交通渋滞だった…とい

えそうです（図１）。

災害の後は、復旧を急ぐ世論か

ら、「早くしろ」と行政の責任を追

及する声が出てきます。そんな中

では「将来の大計」などは後回しに

なりかねません。また実施段階に

なると進捗を急ぐあまり、「しょ

うがない」という妥協が連続しま

す。ところが名古屋の戦災復興で

は、将来の大計を志し、その多くを

達成したのです。連載の終りにあ
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…名古屋の街はこうしてつくられた…

池田 誠一

【１２】廃墟からの選択…語り伝えたい物語

図１ 計画区域から外された地域の中には現在も密集した市街地が残っている
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たり、名古屋がなぜそのようなことができた

のかを整理しておきたいと思います。

天と、地と、人と
物事の実現には、よく孟子の「天の時・地

の利・人の和」ということが引かれます。名

古屋の戦災復興を考えるとき、まさに、その

ことがあてはまるように思えます。

（１）天の時…戦災

まず一つ目の「天の時」は戦災です。それは

都市にとっても大変な災難でした。しかしな

がら一面の焼け野原は、見方を変えれば新し

い街づくりの絶好のチャンスでもあったので

す。廃墟のような市街を前に、佐藤市長が誓っ

た「復旧ではなく、復興しなければ…」という決

意が、名古屋の戦災復興の始まりになりました。

それは、即、難事業になる都心部の区画整

理を行うという決意につながり、終戦の１ヶ

月後には国に先立って建築規制が実施されま

した。また議会の対応も素早く、ほぼ同時に

戦災からの復興の方針が満場一致で決議され、

市共通の意思となっています。名古屋市は、

社会に敗戦の混乱や虚脱が始まろうとする時

に、早くも「千載一遇」のチャンスを活かせと

走り出したのです。

（２）地の利…区画整理

二つ目の「地の利」は区画整理です。大きな

災害から新しい都市へと復興するには、土地

区画整理という方法が最も合理的で、あるい

は唯一の方法といえるかもしれません。当時、

名古屋はその区画整理の先進都市でした。明

治末から始まった耕地整理の動きは一気に広

がりました。そしてそれを大正末から昭和初

に市街地整備の手段として促進したのが石川

栄耀氏です。氏は土地経営論を主張し、区画

整理で所有者に大きな利益をもたらしていま

した。区画整理の実施には、まずその方法に

対する土地所有者や関係者の理解が不可欠で

す。名古屋にはすでに戦前によき成功体験が

あったのです。

また区画整理事業は実施方法が複雑で、そ

の専門家や技術者を必要としました。この面

でも先進都市だった名古屋は、多くの人材と

ノウハウを持っていました。「先手必勝」と名

古屋が動き出す素地、いわば地の利が、そこ

にあったといえます。

（３）人の和…「志」

三つめの「人の和」は関係者の志が一致して

いたことでしょう。禍を転じて福と為す。市

会の決議文でいえば、この敗戦を乗り越えて

新興名古屋市を建設しようとする志です。そ

れは市会や市長ばかりではありません。市職

員はもちろん、多くの市民も同じ気持ちでし

た。そしてその中心に復興事業の責任者にな

る田渕寿郎氏が着任したのです。

小説『新しい鯱』中に、終戦直後に測量機器

を買い集めた職員の話が紹介されています

（文献①）。その人は、なんと終戦１週間後に

区画整理のための機器の買い集めを提案し、

実行したのです。市は全職員が燃えていまし

た。そして一面の焼け野原の中に田渕氏を中

心に、行政から市民まで「転禍為福」の志を共

有した人の和ができあがったのです。

戦災復興の意味

（１）事業の検証

名古屋の戦災復興には批判もありました。

指摘されていたものは、おおよそ次のような

ものがあります。

①道路が広すぎる

②街が直線で、単調だ

③古い情緒がなくなった

④由緒ある地名が消えた

⑤公共用地を取りすぎた…など



このうち、②は江戸時代からの碁盤割に起

因するものであり、③は戦災でほとんどが焼

けていました。それでも残ったビルなどは曳

き家されており、後まで残っていました。

①の道路が広すぎるというのは将来の都市

像をどう見るかであり、⑤の公共用地のとり

すぎは、事業の最初の工区で決まったようで

す。そこで、自動車時代の都市像を想定した

こと、換地計画を中区の中心部から始めたこ

とは、当時としてはやむを得なかったのでは

ないでしょうか。そして結果的には、その余

裕空間の多くが今日では歩道や広場等になっ

て、都市の安全や潤いに貢献しています。

また④の由緒ある地名の変更には、当時も

多くの議論がありました。従前の地名が複雑

すぎたこともあります（図２）。が、現実には

区画整理の終了には住居表示法による新しい

住居表示が義務付けられていたため、割り切

らざるを得なかったようです。

全体としてみれば、名古屋の戦災復興は、

内臓が疲弊し故障しかけていた街を、区画整

理という外科手術によって救い、新しい近代

的な都市に造り変えたといえるでしょう。

（２）実行した人達

最後に、名古屋の戦災復興を成し遂げた人

のことについてまとめておきたいと思います。

この事業は、初期に３人のキーパーソンが

存在しました。１人目は最初の決断者の佐藤

正俊市長です。２人目はその決断を支えた議

会の代表である塚本三議長です。そして３人

目は、市長から三顧の礼で迎えられ、復興の

リーダーになった田渕寿郎氏です。この方の

力で戦災復興の構想が大きくなり、また実施

に当っても妥協を排することができました。

しかしながら、これらの人の思いを現実に

現場で成し遂げたのは、多くの市の職員でし

た。計画はそのレベルが高ければ高いほど、

実現には大きな知恵と労力が必要になります。

市の職員は、知恵を集め、汗をかいて、計画

を守り通したのです。

もう一つ忘れてはならないことは、当時の

市民のことでしょう。戦災復興で苦労した他

の都市では、多くがこの市民の理解の段階で

つまずきました。利害を伴う区画整理という

事業を受け入れ、時には市を叱咤激励した当

図２ 戦前の栄の北の町名。縦の町名と横の町名が交差している（例：東本重町）
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時の名古屋市民も、事業の成功の一翼を担っ

ています。

孟子の教えでは、「天の時は地の利に如か

ず、地の利は人の和に如かず」とあります。

名古屋の戦災復興は、つまるところ、この佐

藤市長に始まり、市職員や多くの市民の「人

の和」が成し遂げたといえそうです。

復興記念館へ

… 金山の名古屋都市センター …

紀行の最終回は、金山にある復興記念館で

す。金山はまさに戦災復興でつくられた街と

いえます。名古屋駅の過集中の受け皿として、

また市域の中心点としても注目され、名古屋

のサブセンターへの道を歩んでいます。

平成１１年、その駅の南側に、戦災復興を記

念した高層ビルができました。名古屋ボスト

ン美術館や高級ホテルが誘致されましたが、

その中核になるのは名古屋都市センターです。

金山総合駅の南口を出て、右側の高層の金

山南ビルに入ります。１階はボストンコモン

をイメージした共通空間で、その真ん中に都

市センターへのエレベーターがあります。１１

階で降りると正面通路の左側の壁には、白地

に「復興記念館 名古屋都市センター」と浮き

出ています。奥に進むと正面がホール、左側

は展示コーナーと喫茶。右側は、名古屋都心

を一望する広場です。窓からは、眼下に金山

総合駅。左には名古屋駅の高層ビル群、右に

は遠く御岳山まで見渡せます。床は大きな名

古屋の航空写真が張られており、周りには名

古屋の都市づくりの過去・現在・未来が説明

されています。

その奥の階段を上ると１２階はライブラリー

です。誰でも、無料で利用できる全国でもト

ップのまちづくり専門図書館です。中に入る

と左奥に、名古屋が誇る「区画整理」と「戦災

復興」に関する資料が集められています。点々

と本を読み、資料に目を通している人が見え

ます。明日の名古屋の街は、ここから芽生え

ていくのかもしれません。

復興記念館の標示。生け花展が開かれていた

１１階の南の喫茶室。本を読んでいる人もいる

金
山
南
口
広
場
と
金
山
南
ビ
ル



5 廃墟からの選択
さて、１２回かけて名古屋の戦災復興の姿を

描いてきました。膨大な事業であり、当然の

ことながら、これだけで語りつくせるもので

はありません。しかし、名古屋の街の多くが、

この戦災復興の中で造られたと言うことは、

おおよそご理解いただけたのではないでしょ

うか。

終戦の後、全国１１５都市で一斉に戦災復興

の事業が始まりました。東京では当時の知事

が計画的な事業には否定的でした。このため

予算も削られ、結局実施されたのは、当初計

画の６㌫でした。大阪も基本のスタンスが戦

災の復旧だったようで、大きな成果にはなり

ませんでした。

都市の基盤（インフラ）を造ることには金も

時間も掛かります。今日では土建屋的発想と

片付けられがちですが、都市の基盤というも

のは、金山のように、その後何十年もたって、

いやひょっとすると百年以上経ってから、そ

の効果が出てくるものなのです。

＊

戦災によって一面焦土と化した廃墟を前に

して、いくつもの選択肢がありました。復旧

か復興か。生活保障か基盤整備か…等々と。

その時、苦労をも省みず、５０年先の名古屋の

街に思いを馳せた人達の心。私達はもっと後

世に語り伝えていかねばならないと強く感じ

ました。

〈完〉
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今日の名古屋の街は、多くが戦災復興でつくられました。しかし戦後６０年、そのことは

ほとんどの市民の頭から消えていきました。

その物語を、一般の人にも読みやすく書き留めておこうとこの連載を始めました。もと

より力不足は想定内でしたが、毎回まとまるかどうか、不安の連続でした。

最終回を閉じて、改めて、大構想を実現した、当時の諸先輩方に頭を下げる次第です。

１２階のまちづくりライブラリー。６万冊の蔵書がある

眼下に金山総合駅が見える

連載を終えて

＊次回からは「中部新国際空港の物語（仮）」を始めたいと思っています。


